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肺動脈性肺高血圧症（PAH）は、予後不良の厚生労働省指定難病であり、早急な原因解明
および根治的治療薬の開発が望まれています。私たちはInterleukin-21(IL-21)が肺高血
圧症病態の促進に関与していることをマウスやラットの小動物の系で報告してきました。
私たちはIL-21阻害によるPAHの新規治療法開発に向けて、核酸医薬に着目して抗IL-21ア
プタマーを開発し、PAHに対する病態抑制効果の検証と臨床応用を目指しています。

抗IL-21アプタマーによる新規PAH治療法開発

研究所 血管生理学部 部長

中岡 良和（Yoshikazu Nakaoka）

私たちはマウスやラットにおける肺血管の病的リモデリングにIL-21シグナルが関与する
ことを遺伝子改変動物や抗IL-21アプタマーを用いて明らかにしてきました。現在は抗ヒト
IL-21アプタマーを開発して、原薬合成、毒性試験、原薬安定性試験へと進んで、臨床試験
を目指しています。

現状の肺高血圧症の治療薬は血管拡張薬のみであり、病態形成機序に基づく治療法はあり
ません。私たちが開発した抗ヒトIL-21アプタマーはIL-21に特異的に作用する分子標的薬
であることから、副作用の少ない医薬品になることが期待でき、肺動脈性肺高血圧症の新
規治療薬に発展することが期待されます。

第１相試験までに必要な試験、製剤化等
は株式会社リボミックと共に進めていま
す。この成果を導入し、事業化に向けて、
臨床試験、製造・販売を行うパートナー
（製薬企業）を求めています。
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物質特許出願済
スクリーニング法特許（特許第6359921号）
株式会社リボミックと共同研究実施中
AMED難治性疾患実用化研究事業Step1／実施中


	国循研究シーズ集2409圧縮前.pdf
	統合版2024.pdf
	8_中岡IL-21アプタマー
	スライド 1






